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２学期制 初めての「夏休み」がやってきます

昨年度末、２学期制を導入するにあたってのメリットの一つとして、次のことをお伝えしました。

そこで、今年度の夏休みに向けて次の二つに全校挙げて取り組みます。

①一人ひとりの子どもとこれまでを振り返り、次につなぐために、「笑顔まんたんふりかえり
シート」を使って、子どもたちが自分を見つめ直す時間を確保します。一人ひとりが自己の成
長を自覚できるよう、またさらに目標を持てるよう、担任からのメッセージを贈ります。

②「マイ・サマー・チャレンジ」・・・「じっくりやる・続けてやる・そして、極める」を合い言葉
に、自分の好きなこと得意なことなど、夏休みの期間に「じっくり」取り組むことを決めたう

えで夏休みに突入します。読書大好き、図工大好き、生き物大好き、宇宙の不思議を調べたい、

野球の素振り、サッカーのリフティング、歴史に興味あり、料理の達人になる！などなど。

毎日毎日こつこつ何かを続けることもいいですね！ 何ができるかを担任が一緒に考えます。

令和３年度音楽発表会 ＊恒例、ミニ講評をお届けします。

今年度もコロナの感染状況を考慮し、各学年のビデオ撮影と後日教室での鑑賞会という形で「音楽発表会」を行

いました。鑑賞をとおして各学年を讃えるとともに、特に高学年の発表を聞いて「悲しいときでも、聞いたらとっ

てもうれしくなるような歌を聞けて感動しました」「一番大きい学年だなあと思うようなしっかりした歌声がそろっ

ていてきれいでした」などと「あこがれ」を抱いた子がいました。「あこがれ」が継がれるっていいですね。

【お知らせ】

今回全校で鑑賞した音楽発表会のビデオ映像は、１０月に行われる個別懇談会の期間に各学年の待

合室にて上映を予定しています。（エンドレスで流します）ぜひ、その時間にご鑑賞ください。

いしべっ子

【１年生】「ぶんぶんぶん」「どんぐりさんのおうち」「さんぽ」
４月に入学してから３か月。初めての大舞台に堂々と立つ姿がとてもすてきでした。何よりみんなが大好

きなトトロの「さんぽ」の歌。ともだち たくさん うれしいなー♪ ほんとにうれしさが伝わってきました。

【２年生】「アイアイ」 「たぬきのたいこ」
ノリノリで歌ってくれた「アイアイ」。たくさんの楽器の音やリズムがぴったりとそろった「たぬきのたい

こ」。心から音楽を楽しんでいるそんな２年生の姿を見て「だから音楽っていいんだよね」と強く感じました。

【３年生】「チャチャチャのリコちゃん」「きょうりゅうのチャチャチャ」「もぐらの大ぼうけん」
ボディパーカッションに挑戦した３年生。自分たちの身体を打楽器に見立てて、いろいろな音や動きを組

み合わせた「もぐらの大ぼうけん」。思わず引き込まれました。初めてのリコーダーもいい音が出せました。

【４年生】「いろんな木の実」「こんは散歩中」
日頃から歌声を磨いている４年生全員の心がそろった合唱。のびやかで澄んだ高音がすてきでした。合奏「こ

❤んは散歩中」は中島先生の作曲の軽やかな曲。校長先生の相棒「こん」も仲間に入れてもらって幸せそう

【５年生】「マイバラード」「アフリカンシンフォニー」
この歌が好き！そんな思いがすてきなハーモニーから感じられました。「アフリカンシンフォニー」はおな

じみの応援歌。吹奏楽の曲としても知られていますが、学校にある楽器だけで、迫力満点の演奏ができました。

【６年生】「明日という日が」「ひまわりの約束」
ステージに立つ６年生の凜々しい姿だけで胸が熱くなりました！歌詞に込められたメッセージを美しいハ

ーモニーをとおして全校のみんなに贈りました。合奏を聴いて､涙したドラえもんの映画がよみがえりました。

新型コロナウイルス感染拡大により、長期休みの過ごし方がクローズアップされました。
２学期制にすることで、長期休業前には担任が一人ひとりの子どもとこれまでの学習や生活を

一緒に振り返る時間をとることができます。そこでは、主体的に学ぶ有意義な長期休業に向けて、
子どもたちの得意なことやチャレンジしたいことを引き出す時間を保障することができます。


